
広報 

南あわじ広
報 だ

から
住みたい南あわ

じ
　

081.oN行発日１月1
年2

和
令 　１

園児らが臼と杵を使って餅つき

祖父母と一緒に「ぺったんこ」
　12月6日、津井幼稚園で「もちつきかい」が行われ、園児らが一足
早い正月気分を味わいました。
　同幼稚園では毎年、祖父母参観の際に餅つきを行っています。園児
は「ぺったんこ」の掛け声に合わせ、祖父母らと一緒に杵を振り下ろ
しました。つきあがった餅は手のひらサイズに丸められ、雑煮にして
参加者や近隣住民に振る舞われました。
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令
和
２
年
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市
民
と
と
も
に

　
協
働
の
南
あ
わ
じ
市
を
め
ざ
し
て

   　 

　
　    

　
　   

南
あ
わ
じ
市
議
会
議
長
　
熊
田
　
　
司

謹
賀
新
年

子
育
て
の
喜
び
が
見
え
る

　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
　

　  
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
あ
わ
じ
市
長
　
守
本
　
憲
弘

現
に
向
け
、
自
ら
考
え
、
実
行
す

る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、

４
月
に
開
園
す
る
「
市
こ
ど
も
園
」

で
は
、高
度
化・
多
様
化
す
る
保
育
・

幼
児
教
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
サ
ー

ビ
ス
展
開
を
行
い
ま
す
。

　
第
三
に
、
地
域
の
魅
力
の
向
上

と
発
信
で
す
。
次
の
三
点
は
特
記

す
べ
き
で
し
ょ
う
。
一
点
目
は
、
大

鳴
門
橋
自
転
車
道
構
想
の
具
体
化

で
す
。
兵
庫
・
徳
島
両
県
中
心
に

事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
市
と

し
て
も
「
道
の
駅
う
ず
し
お
」
周

辺
整
備
を
行
い
、
瀬
戸
内
海
を
囲

む
大
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
実
現

に
寄
与
し
ま
す
。
二
点
目
は
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
で
す
。
５
月
25
日
に
、
西
淡

中
学
校
前
か
ら
慶
野
松
原
周
辺
を

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。
ぜ
ひ

応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。
三
点
目

時
に
お
け
る
議
会
の
役
割
を
明
確

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
す
。
開

催
に
先
立
っ
て
、
5
月
25
日
に
は

慶
野
松
原
で
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ

れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
大
成
功
に
終
わ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
の
近
畿
高
校
駅
伝
大
会
は
、
宿

泊
施
設
を
は
じ
め
、
市
内
の
商
店

等
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
く

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
２
年
、
南
あ
わ
じ
市
は
市
制
15

周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
政
運
営
に
対
し
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
全
て
の
方
々
に

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
明
る

い
話
題
が
多
い
年
に
な
る
予
感
が
あ

り
ま
す
が
、
本
市
で
は
次
の
課
題

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
年
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
第 

一 

は
、
就
任
以
来
進
め
て
い

る
高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業

の
拡
充
で
す
。
思
い
や
り
ポ
イ
ン
ト

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
え
、
シ

ニ
ア
の
就
労
に
も
選
択
肢
を
広
げ
る

「
働
く
シ
ニ
ア
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
、
全
て
の
人
々
が
役
割

を
持
っ
て
活
躍
で
き
、
困
っ
た
と
き

に
共
助
・
公
助
が
円
滑
に
機
能
す

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　
第
二
は
、「
学
ぶ
楽
し
さ
日
本
一
」

を
め
ざ
す
子
育
て
・
教
育
環
境
の

充
実
で
す
。
人
形
浄
瑠
璃
を
使
っ

た
表
現
力
教
育
や
、
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
事
業
を
本
格
化
す
る
と
と
も

に
、
各
学
校
が
学
ぶ
楽
し
さ
の
実

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
で
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
旧
年
中
は

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
近
年
は
温
暖
化
の
影
響
で
、
大

雨
や
台
風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が

日
本
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
議
会
と
し
て
、
初

動
期
の
行
動
基
準
や
災
害
対
策
活

動
の
支
援
、
議
会
の
機
能
維
持
な

ど
を
定
め
た
「
業
務
継
続
計
画
」

を
昨
年
3
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

7
月
と
11
月
に
は
議
会
防
災
訓
練

を
実
施
し
、
災
害
時
の
議
員
の
行

動
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う

に
改
正
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
検
討
を
加
え
、
災
害

は
、
松
帆
銅
鐸
で
す
。
今
春
、
奈

良
文
化
財
研
究
所
で
調
査
が
完
了

し
た
銅
鐸
が
本
市
に
返
還
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
に
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に

思
い
を
は
せ
る
新
し
い
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　
第
四
に
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
で
す
。
昨
年
は
台
風
や
集

中
豪
雨
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
各

地
で
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
対
策

は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
の
命
を

守
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
普
段
か

ら
備
え
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

市
と
し
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
へ
の
備
え
、
河
川
整
備
や
た
め

池
を
活
用
し
た
水
害
対
策
を
進
め

る
と
と
も
に
、
防
災
教
育
や
防
災

訓
練
の
充
実
を
通
じ
て
、
住
民
の

災
害
対
応
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
第
五
に
、
対
話
と
行
動
の
行
政

の
実
現
で
す
。
多
様
な
機
会
を
と

ら
え
て
地
域
と
対
話
し
、
住
民
の

皆
さ
ま
と一緒
に
地
域
の
未
来
を
考

え
、
市
と
地
域
が
思
い
を
共
有
し

な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む
住

民
主
体
の
市
政
づ
く
り
に
重
点
を

置
き
ま
す
。
住
民
対
話
か
ら
の
取

り
組
み
の一つ
と
し
て
、
近
年
急
速

に
拡
大
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン

ザ
ル
等
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
を
強
化

し
ま
す
。
最
近
、
農
作
物
等
へ
の

被
害
に
加
え
、
街
中
で
遭
遇
す
る

事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。
個
人
で
の

防
護
か
ら
地
域
を
挙
げ
た
取
り
組

み
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
専
門
家
に
よ
る
地

域
の
取
り
組
み
の
支
援
や
、
個
体

数
の
減
少
に
向
け
た
対
策
に
注
力

し
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
残ざ
ん
さ渣

や
下

水
汚
泥
、
生
ご
み
等
を
複
合
的
に

処
理
し
、
発
生
堆
肥
等
を
有
効
活

用
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た

資
源
の
循
環
を
実
現
す
る
た
め
の

計
画
づ
く
り
に
着
手
し
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
子
」
で
す
。

ネ
ズ
ミ
は
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で
す
。

本
市
も
子
年
に
あ
や
か
り
、
子
ど

も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
、
笑
顔
が
絶
え

な
い
「
子
育
て
の
喜
び
が
見
え
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
構
築
す
べ
く
、
豊
か

な
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し

つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
な

が
ら
鋭
意
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
機
会
を
通
し
て
、
淡
路
島
を
訪

問
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　一 

方
、
市
政
に
目
を
向
け
る
と
、

本
市
に
お
け
る
人
口
減
少
・
高
齢

化
問
題
、
農
業
・
水
産
業
の
後
継

者
問
題
、
商
工
業
の
振
興
な
ど
依

然
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
開
催
し
た
議
会
報
告
会
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
意
見
は
行
政
に
お
届
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
議
会
と
し
て
皆
さ
ま
の
声
を

集
約
し
、
調
査
研
究
し
て
行
政
に

政
策
提
言
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が

笑
顔
あ
ふ
れ
る
実
り
多
き
１
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

10大
ニュース

令和元年
（平成31年）
令和元年

（平成31年）

４
月
　
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

丘
の
市
民
入
園
料
が
無
料
化

６
月
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

で
慶
野
松
原
の
通
過
が
決
定

７
月
　
照
強
関
が
南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ
と
応
援
大
使

に
就
任

８
月
　
渦
潮
の
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
ノ
ル
ウ
ェ

ー
視
察

９
月
　
大
鳴
門
橋
自
転
車
道
の
耐
風
安
定
性
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
を
兵
庫
県
・
徳
島
県
が
公
表

大鳴門橋の自転車道実現に向け
耐風安定性を確認

ノルウェー・サルトストラウメン
海峡の渦潮

東京2020オリンピックの聖火リ
レーが通過する慶野松原

南あわじ市出身の照強関がふる
さと応援大使に就任

市民入園料が無料になった淡路フ
ァームパーク・イングランドの丘

丸山漁港の「献上鯛」が大嘗祭に
供納

10
月
　
高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業
「
働
く
シ
ニ

ア
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
始

10
月
　
神
戸
市
と
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」

締
結

11
月
　
大
嘗
祭
に
丸
山
漁
港
の
「
献
上
鯛
」
を
供
納

11
月
　
近
畿
高
校
駅
伝
大
会
が
南
あ
わ
じ
市
で
開
催

12
月
　
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
が
南
あ
わ
じ
市

で
開
催

４月

6月

7月9月

8月１１月
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松
浦
　
秀ひ

で
ゆ
き幸

（
清
掃
関
係
、
福
良
）

石
田
　
裕ゆ

た
か（

板
金
工
、
広
田
）

藤
井
　
昭あ

き
ひ
ろ博

（
配
管
工
、
広
田
）

興
津
　
明あ
き
こ子

（
美
容
師
、
津
井
）

庄
司
　
文ふ

み
は
る治（

電
気
工
事
士
、
津
井
）

白
土
　
辰た

つ
み美

（
電
気
工
事
士
、
市
）

前
原
　一か

ず
彦ひ

こ
（
防
水
工
、
八
木
）

柴
田
　
隆た

か
し司

（
大
工
、
灘
）

　
岡
　
晴は

る
お男

（
板
金
工
、
志
知
）

北
川
　
雅ま

さ
よ
し佳

（
石
工
、
賀
集
）

堀
川
　
太た

ろ
う朗

（
大
工
、
市
）

　

長
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
の

功
績
を
た
た
え
る
「
南
あ
わ
じ

市
技
能
功
労
者
表
彰
式
」
が

市
役
所
第
２
別
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
11
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
同
日
、
市
商
工
会
が

主
催
す
る
南
あ
わ
じ
市
優
良
従

業
員
表
彰
式
も
催
さ
れ
、
40
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

技
能
功
労
者
は
次
の
通
り
で

す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）  

「
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
は
相
談
を
」

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

参
加
者
ら
に
よ
る
意
見
交
換
な
ど
が
行

わ
れ
た「
協
力
会
員
の
つ
ど
い
」

　
11
月
25
日
、「
お
も
い
や
り
ポ

イ
ン
ト
制
度
」
に
登
録
し
て
い

る
60
歳
以
上
の
市
民
ら
を
対
象

に
「
協
力
会
員
の
つ
ど
い
」
を

中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
世
代
が
人
手
不
足
に

悩
む
施
設
で
活
動
す
る
と
謝
礼

と
し
て
付
与
さ
れ
る
「
お
も
い

や
り
ポ
イ
ン
ト
」。
つ
ど
い
に

は
約
50
人
が
参
加
し
、
傾
聴
・

話
し
相
手
講
座
や
意
見
交
換
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
は
「
こ
れ
ま

で
家
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
目
標
が
で
き
て
充
実
し
た

毎
日
を
送
っ
て
い
る
」。
活
動

先
の
施
設
職
員
は
「
お
か
げ
で

専
門
的
な
仕
事
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
同
制
度
へ

の
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

※
11
頁
に
登
録
説
明
会
な
ど
の

関
連
記
事
を
掲
載

高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

協
力
会
員
の
つ
ど
い
を
開
催

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
が

南
あ
わ
じ
市
で
開
催

　

ま
た
、
同
映
画
祭
に
参
加
し

た
海
外
か
ら
の
訪
日
団
は
、
12

月
４
日
～
８
日
ま
で
の
５
日

間
、
市
内
に
滞
在
。
市
内
の
学

校
を
訪
問
し
、
学
生
ら
と
交
流

し
た
ほ
か
、
人
形
浄
瑠
璃
を
鑑

賞
す
る
な
ど
、
文
化
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
前
夜
祭
や
ア
フ

タ
ー
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
国
内
の

参
加
者
と
歌
や
踊
り
で
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

※
同
映
画
祭
の
上
位
受
賞
者
は

次
の
と
お
り

賞
名
＝
❶
作
品
タ
イ
ト
ル
❷
制

作
者
・
団
体
名
（
国
・
地
域
）

杉
良
太
郎
特
別
賞
＝
❶
端
か
ら

見
た
僕
❷
希
望
寮
（
少
年
矯
正

施
設
）

法
務
大
臣
賞
＝
❶
海
の
か
ん

き
ょ
う
ス
ト
ー
リ
ー
❷
志
筑（
関

西
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
／
淡
路
市
）

外
務
大
臣
賞
＝
❶
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｏ

Ｒ
❷
パ
ン
チ
ョ
ー
中
等
高
等
学
校

（
マ
レ
ー
シ
ア
）

文
部
科
学
大
臣
賞
＝
❶
人
の
心
❷

成
進
高
等
学
校
（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
）

経
済
産
業
大
臣
賞
＝
❶
Ｔ
ｈ
ｅ

　

Ｔｏ
‐
ｄ
o　

ｌ
i
ｓ
ｔ
❷

ベ
ト
・
ド
ク
高
校
（
ベ
ト
ナ
ム
）

　

国
内
外
の
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
制
作
し
た
映
像
を
出
品
す
る

「
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
」

が
、
12
月
７
日
に
文
化
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
映
画
祭
は
、
映
像
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
の
心
理
や
異
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
毎

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
が

13
回
目
。
南
あ
わ
じ
市
で
の
本

選
大
会
の
開
催
は
５
年
ぶ
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
国

内
か
ら
24
作
品
、
ア
ジ
ア
の
15

カ
国
・
地
域
か
ら
45
作
品
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
。
受
賞
作
品
の
発
表

と
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
～
25
日
ま
で
の

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
期
間
に
合
わ
せ
、
11

月
20
日
に
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
洲

本
で
、
島
内
３
市
の
職
員
や
警

察
署
員
ら
が
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
28

年
７
月
に
配
偶
者
等
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
対
策
基
本
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、
Ｄ
Ｖ
防
止
に
向
け
た

教
育
と
啓
発
の
推
進
を
課
題
と

優
れ
た
技
能
で
地
域
に
貢
献

市
技
能
功
労
者
表
彰

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
救
命
講
習
や
水
消
火
器

体
験
、
県
立
舞
子
高
校
に
よ
る

新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
作
成
体
験
な

ど
の
展
示
ブ
ー
ス
を
回
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

な
ど
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
人
が
参
加
で

き
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
備
え
る
た
め
、
11
月
17
日

に
南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
午
前
９
時
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
１
の
地
震
が
発

生
し
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、

市
内
で
約
９
７
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ

た
南
淡
中
学
校
で
は
、
潮
美
台

地
区
の
住
民
ら
に
よ
る
避
難
所

開
設
運
営
訓
練
の
ほ
か
、
市
消

防
団
・
淡
路
広
域
消
防
事
務
組

合
・
南
あ
わ
じ
警
察
署
に
よ
る

倒
壊
家
屋
や
車
両
か
ら
の
救
出

吉
備
国
際
大
学
の
学
生
ら

学
園
祭
バ
ザ
ー
収
益
金
を
寄
付

　

吉
備
国
際
大
学
の
学
生
ら

が
、
学
園
祭
の
バ
ザ
ー
の
収
益

金
１
万
８
０
０
０
円
を
南
あ
わ

じ
市
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
学
で
は
、
平
成
28
年
か

ら
南
あ
わ
じ
市
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
て
い
る
学
園
祭
「
く

に
う
み
祭
」
で
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

で
４
回
目
。
品
物
は
学
生
や
職

員
、
つ
な
が
り
の
あ
る
地
元
住

民
か
ら
集
め
ま
し
た
。

　

学
生
代
表
と
し
て
、
11
月
27

日
に
同
学
園
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
担
当
の
清せ
い
だ田
蒼そ
う
こ
う孔
さ
ん

（
農
学
部
醸
造
学
科
２
回
生
）

が
市
長
室
を
訪
問
。「
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
寄
付
金
を
守
本
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、
市
内
の
学
童
保

育
所
お
よ
び
放
課
後
子
ど
も
教

室
計
18
カ
所
の
絵
本
の
購
入
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

運動期間に合わせて啓発チラシ等を配布

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
来
店
客
に
啓
発

チ
ラ
シ
等
を
配
布
。
被
害
者
相

談
窓
口
を
紹
介
し
、
早
期
相
談

が
問
題
解
決
の
第
一
歩
で
あ
る

た
め
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
相

談
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
相
談
窓
口
】

■
市
民
協
働
課
相
談
係

　

☎
43
・
５
２
４
４

■
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課（
要
予
約
）

　

☎
43
・
５
２
３
９

※
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に

よ
る
相
談
。
相
談
日
は
月
・

水
・
金

金
山
　
保や
す
ゆ
き之

（
大
工
、
北
阿
万
）

羽
坂
　
博ひ
ろ
ゆ
き幸

（
自
動
車
整
備
士
、
広
田
）

大
橋
　
建け
ん
じ志（

自
動
車
整
備
士
、
市
）

坂
部
　
忠た

だ
し志

（
製
瓦
職
、
阿
万
）

山
本
　
誠せ

い
じ二

（
製
瓦
職
、
倭
文
）

鯉
森
　
富と

み
し
げ茂（

電
気
工
事
士
、
広
田
）

丹
羽
　
和か

ず
あ
き章

（
石
工
、
榎
列
）

❶
車
両
か
ら
の
救
出
訓
練
❷
水
消
火
器
体
験

❸
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
で
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト

や
マ
ッ
ト
を
用
意
す
る
住
民
ら

法務大臣賞を受賞した淡路市の児童ら

❶

❷❸

寄
付
金
を
守
本
市
長
に
渡
す
清
田
さ
ん

（
左
）
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受賞おめでとう

ともしびの賞
　伝統芸能　上田　泰博 さん（賀集）

　人形師として淡路人形浄瑠璃の人形制作に取り組むととも
に後進の指導育成に努められました。

　地域文化振興　出嶋　道夫 さん（湊）

　みなとみらい 2020 会長として伝統行事の復興に取り組む
とともに郷土史の編纂を通じて地域の魅力を発信されました。

兵庫県教育功労者表彰
　榎本　精治 さん（阿万）
　昭和 57年 4月から公立学校教職員を務め、長きにわた
り教育の発展に尽力されています。

（順不同）

　
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
「
府
中
八
幡
神

社
の
さ
さ
ら
踊
り
」
の
保
存

会
が
、
地
域
文
化
功
労
者
表

彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
存
会
は
平
成
18
年
に
地

域
住
民
ら
が
結
成
。
踊
り
手

と
な
る
小
学
生
に
所
作
を
指

導
す
る
な
ど
「
さ
さ
ら
踊
り
」

の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指
導

を
通
じ
て
世
代
間
の
交
流
が

生
ま
れ
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
がっ
て
い
ま
す
。

府
中
八
幡
神
社

さ
さ
ら
踊
り
保
存
会
（
榎
列
）

地
域
文
化
功
労
者
表
彰

優
秀
賞	

　
佐
藤
　
加
奈
（
西
淡
中
）	

　
島し
ま
さ
き﨑

　
春
奈
（
西
淡
中
）	

佳
作	

　
西
久
保
　
果
穂
（
西
淡
中
）	

　
大
竹
　
羽は

る流
（
三
原
中
）

　
冨
岡
　
彩い

ず

み
寿
実
（
倭
文
中
）	

特
別
賞
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
長
賞

　
西
田
　
美み

の

り
野
里
（
三
原
中
）	

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」への
理
解

を
深
め
る
た
め
に
「
南
あ
わ
じ

市
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
」
が

11
月
16
日
、
湊
地
区
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
中
学
生
の
作
文

３
２
８
点
の
中
か
ら
15
点
が
入

賞
作
品
に
選
ば
れ
、
受
賞
者
に

よ
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

小
学
校
の
部
　
※
敬
称
略

最
優
秀
賞 

　
向む
か
え　
美み
ひ
か光

（
三
原
志
知
小
）

優
秀
賞	

　
窪
田
　
悠
佑
（
八
木
小
）

　
中
田
　
陽
子
（
倭
文
小
）

佳
作

　
中
田
　
蒼そ

ら空
（
八
木
小
）

　
山
本
　
実み
ゆ
う優

（
北
阿
万
小
）	

　
山
下
　
う
の
（
阿
万
小
）

　
坂
田
　
桃
子
（
湊
小
）	

特
別
賞
更
生
保
護
女
性
会
長
賞

　
稲
井
　
志
織
（
市
小
）	

中
学
校
の
部
　
※
敬
称
略

最
優
秀
賞	

　
宮み
や
ち地

　
美み

く玖
（
三
原
中
）	

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
を
開
催

同作文コンクールで入賞した子どもたち

9月の秋季例大祭で奉納される「ささら踊り」

老人福祉計画および介護保険
事業計画策定委員会 障害者計画等策定委員会 都市計画審議会

募集人員 ２人 ２人 ２人

応募資格（共通） 次の❶～❸の全てを満たす人。
❶市の他の附属機関の公募委員でない❷市の議会議員または職員でない❸暴力団員等でない

応募資格（個別）

次の要件の全てを満たす人

❶市の介護保険被保険者（住所地特例
適用者を除く）❷納期限の到来してい
る介護保険料および医療保険の介護保
険分を完納している世帯に属する

❶市長および市議会議員の選挙権を
有する❷市の障害福祉施策の推進に
理解、関心がある

❶市長および市議会議員の選挙権を
有する❷委員として参画する意欲お
よび調査審議に必要な知識を有する

応募期間 １月６日（月）～31日（金）午後５時まで（持参の場合、土日祝日を除く）

任　　期 令和２年４月１日～
令和５年３月31日

令和２年４月１日～
令和５年３月31日

令和２年４月１日～
令和４年３月31日

報　　酬 日額8,000円 日額8,000円 日額8,000円

応募方法 申込書に必要事項を記入し、400字以上800字以内の小論文（書式自由、各テーマは下記のとおり）を添えて、持参
または郵送のいずれかの方法で提出

小論文のテーマ 老人福祉もしくは介護保険について 障害福祉施策について 南あわじ市のまちづくりについて

問合せ先 長寿・保険課☎43-5217 福祉課☎43-5216 建設課☎43-5226

市の各種計画に市民の意見を反映するため、委員会・審議会の
委員を公募します。詳しくは、お問合せください。

　高速バス「志知」バス停（徳島・高松方面）下の
志知駐車場で、アスファルト舗装による駐車区画が
新しく整備され、利用しやすくなりました。
　なお、河川側のコンクリート舗装箇所内は河川管
理用通路のため、駐車はしないでください。

駐車可能台数　17台（利用料は無料）

問市民協働課☎ 43-5244

　南あわじの冬の観光を満喫できる周遊バスを運行
します。

運行日
　１月 11日（土）～２月２日（日）までの金・土・
　日曜日と祝日（計 12日間）
運行ダイヤ　下表のとおり
乗車定員　　27人
乗車券料金
　１日フリー乗車券　大人 1,800 円／小人 900円
　２日フリー乗車券　大人 2,500 円／小人 1,300 円
乗車券販売場所　陸の港西淡券売所
問陸の港西淡☎ 36-4422（7：00～ 19：00、無休）

「志知駐車場」の利用について 南あわじ周遊バス「ナーシサス号」
～バスでゆったり冬の南あわじ～

各種委員の公募

　１月中旬から調査員が農
林業関係者を訪問します。
農林業の今を知るための統
計調査にご協力をお願いし
ます。
問総務課☎43-5001

農林業センサスにご協力をスマホで広報紙をご覧いただけます
　行政情報アプリ「マチイロ」で、
「広報南あわじ」・「南あわじ市議
会だより」をご覧いただけます。
料金　無料（通信費は利用者負担）
※「マチイロ」は㈱ホープが運営するアプリです。広告が表示さ
れますが、その内容に南あわじ市は一切関係ありません。
問広報情報課☎43-5206／議会事務局☎43-5005

運行ダイヤ
陸の港西淡 発 9：35 12：55 15：40

淡路人形座前 〃 9：50 13：10 15：55

沼島汽船場前 〃 10：20 13：40 ↓

灘黒岩水仙郷
着 10：30 13：50 ↓

発 11：30 14：50 ↓

沼島汽船場前 〃 11：40 15：00 ↓

淡路人形座前 〃 12：15 ↓ ↓

陸の港西淡 着 12：30 15：30 16：10
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の

基
本
指
針
と
な
る
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
第
２

期
）」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、

皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間　
１
月
６
日
（
月
）

～
２
月
５
日
（
水
）

対
象
者　
次
の
条
件
の
い
ず
れ

か
を
満
た
す
人
❶
市
内
に

在
住
、
在
勤
、
通
学
し
て
い

る
人
❷
市
内
の
幼
稚
園
・
保

育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も

園
・
学
校
に
通
っ
て
い
る
子

ど
も
の
保
護
者
❸
市
内
の

事
業
者
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
人
❹
事
業
計
画
に

利
害
関
係
を
有
す
る
人

※
素
案
の
閲
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
子
育
て
ゆ
め

る
ん
課
で
可
能

※
提
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

お
願
い
し
ま
す
。
申
告
書
を
お

持
ち
で
な
い
人
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
償
却
資
産
申
告
の
対
象
と

　
な
る
太
陽
光
発
電
設
備

　
❶
❷
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
。

❶
法
人
・
個
人
が
事
業
用
に
設

置
し
た
太
陽
光
発
電
設
備

❷
個
人
が
住
宅
用
に
設
置
し
た

太
陽
光
発
電
設
備
の
う
ち
、

発
電
能
力
が
10
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
も
の
（
屋
根
材
と

一
体
と
な
っ
て
い
る
太
陽

光
発
電
設
備
を
除
く
）

　
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に

は
、
取
得
時
期
等
に
よ
り
課
税

標
準
額
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
事
業
用
に
使
う
た
め
に
所
有

し
て
い
る
減
価
償
却
資
産
は
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
に
な
り

ま
す
。
お
持
ち
の
人
は
令
和
２

年
1
月
1
日
現
在
の
状
況
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
申
告
し
て
い
る
人

　
年
末
に
申
告
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
変
更
の
有
無
を

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
こ
れ
ま
で
申
告
し
て
い
な
い
人

　
平
成
31
年
・
令
和
元
年
中
に

新
た
に
償
却
資
産
を
取
得
し
た

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告

方
法
等
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
固
定
資
産
税
の
対
象
と

　
な
る
償
却
資
産
の
具
体
例

　
小
売
業
の
陳
列
ケ
ー
ス
・
自

動
販
売
機
、
太
陽
光
発
電
、
レ

ジ
ス
タ
ー
、
飲
食
店
の
厨
房
設

備
、
製
造
業
の
製
造
機
械
、
受

電
設
備
、
構
内
舗
装
、
農
業
の

野
菜
収
穫
機
、
漁
船
、
漁
業
の

巻
上
機
な
ど

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
等
の
太
陽

光
発
電
設
備
は
償
却
資
産
に
該

当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該

当
す
る
場
合
、
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
設
備
を
お
持
ち

の
人
は
、
償
却
資
産
の
申
告
を

お知
らせ

問税務課☎43-5213

１
月
か
ら
e
‐
Ｔａｘ
が
さ
ら
に
便
利
に

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成

し
て
e
‐
Ｔａｘ
で
送
信
す
る
場
合
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
」
と
「
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
」の
選
択
が
で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
で
見
や
す
い
「
ス
マ
ホ
専
用

画
面
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
人
の
範

囲
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

告
書
を
作
成
で
き
ま
す

　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
発
行
日

か
ら
５
回
目
の
誕
生
日
で
、
最
も
早
い

人
で
１
月
に
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

１
月
以
降
、
更
新
手
続
き
に
よ
る
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
個

人
番
号
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
よ
り
案
内
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
e
‐
Ｔａｘ
で
の
確
定
申
告

に
は
電
子
証
明
書
が
必
要
で
す
。
有
効

期
限
が
確
定
申
告
の
時
期
と
重
な
る
人

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
更
新
の
翌
営
業

日
よ
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の　
有
効
期
限
通
知
書
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
暗
証
番
号

手
数
料　
無
料

※
や
む
を
得
ず
代
理
人
が
手
続
き
す
る

場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
（
地
上
波

テ
レ
ビ
放
送
、
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
テ

レ
ビ
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
は
３
月
31

日
に
終
了
し
、
４
月
１
日
か
ら

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用

い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
以
降
に
地
上
波
テ

レ
ビ
放
送
を
視
聴
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
い
た
だ
く
か
、
民
間
事
業

者
が
提
供
す
る
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ

ス
を
契
約
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
南
あ
わ
じ
市
自
主
放

送
番
組
は
、
㈱
オ
プ
テ
ー
ジ
の

提
供
す
る
「
eo
光
テ
レ
ビ
サ
ー

ビ
ス
」
を
契
約
さ
れ
て
い
る
場

合
、
４
月
１
日
以
降
も
ご
視
聴

い
た
だ
け
ま
す
。

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
加
入
解
除

手
続
に
つ
い
て

　
民
間
サ
ー
ビ
ス
や
ア
ン
テ
ナ

受
信
へ
の
切
替
工
事
が
完
了
し

た
人
や
、
４
月
１
日
以
降
に
テ

レ
ビ
を
視
聴
し
な
い
人
は
、
さ

ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
加
入
解
除
手

続
き
が
必
要
で
す
。
加
入
解
除

手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

人
は
、
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

確定申告書の作成は
国税庁ホームページで

マイナンバーカード
電子証明書の有効期限について

さんさんネットのサービスは
３月末で終了します

お知
らせ

問洲本税務署☎24-1212（自動音声案内）問総合窓口センター☎43-5212

受
付
期
間

　
１
月
６
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

対
象
世
帯
❶　
▼
生
活
保
護
世
帯
▼
身

体
障
害
等
級
１
・
２
級
、
重
度
（
Ａ
判

定
）
知
的
障
害
、
精
神
障
害
１
級
の

人
が
お
り
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
世
帯
▼
満
70
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
で
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

対
象
世
帯
❷　
視
覚
ま
た
は
聴
覚
障
害
等

級
１
～
６
級
、
身
体
障
害
等
級
１・
２

級
、
重
度
（
Ａ
判
定
）
知
的
障
害
、
精

神
障
害
１
級
、
戦
傷
病
（
特
別
項
症
～

第
１
款
症
）
の
人
が
世
帯
主
の
世
帯

視
聴
支
援
金
制
度　
❶
ま
た
は
❷
の
世

帯
が
eo
光
に
支
払
っ
た
平
成
31
年
1

月
～
令
和
元
年
12
月
利
用
分
ま
で
の

eo
光
テ
レ
ビ
利
用
料
を
対
象
に
、
❶

の
世
帯
に
は
月
額
１
５
７
５
円
、
❷

の
世
帯
に
は
月
額
７
８
８
円
の
支
援

金
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

受
付
場
所　
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
、
沼
島

出
張
所

お知
らせ

令和元年度eo光テレビ加入者
視聴支援金交付申請の受付

問さんさんネット☎43-2345

問さんさんネット☎43-2345

子ども・子育て支援事業計画
（素案）に対する意見募集

問子育てゆめるん課☎43-5219

募集

案内お知
らせ

今月の納税
市・県民税・・・・・・・・【　４ 　　期 】
国民健康保険税・・・【 　７   　期 】
納期限　1月３1日(金)

《納期内に忘れず納付しましょう》
　問税務課☎ 43-5213

償却資産の申告をお忘れなく 　提出期限　1月 31日（金）
太陽光発電設備も償却資産に該当する場合があります

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

　１月から、日曜日にもマイ
ナンバーカードの受け取りが
できるようになります。

日曜日の対応時間
午後１時～４時
※完全予約制

問総合窓口センター☎43-5212

日曜日も受け取れます
マイナンバーカードを



お知らせ
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

区分 平均額 最高額 最低額 データ数

表裏作 10,000 円
ほ場整備済 10,500 円

30,000 円 500 円 681
ほ場整備未 9,800 円

表作のみ 8,700 円 （※） 21,300 円 4,800 円 7

裏作のみ 7,100 円
ほ場整備済 8,700 円

12,700 円 2,800 円 53
ほ場整備未 6,300 円

　
平
成
30
年
11
月
～
令
和
元
年
10
月
ま

で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
農
地
の
賃

借
料
の
水
準
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
情
報
を
目
安
に
当
事
者
間
で
十
分

協
議
し
た
上
で
賃
借
料
を
決
定
し
て
く

だ
さ
い
。

農地の賃借料情報の提供
問農業委員会事務局☎ 43-5236

※「表作のみ」の平均額はデータ数不足により、ほ場整備の未済を区別していません
・データ数は集計に用いた筆数。算出には物納（米・玄米）は含めず、平均額の３倍を超え

るものは除きます

（10a あたり・金額は四捨五入により 100 円単位）

お知
らせ

臨時職員の募集
1業務内容2勤務時間3要件4募集人数5賃金
6申込方法7申込期間8申込先・問合せ
※保険・選考方法等はお問合せください

令和2年度
会計年度任用職員（総合窓口センター）の募集
1マイナンバーカード交付に係る事務2平日の午前８時 30 分
～午後５時のうち７時間3高校卒業以上（３月卒業見込みを含
む）、普通自動車運転免許4２人5月給 132,954 円（賞与
あり）6履歴書に免許証等の写しを添えて申込先へ持参また
は郵送71 月 9 日（木）～ 29 日（水）8総合窓口センター
☎ 43-5212

市職員（保育士）２次募集
職種　保育士
採用予定人員　若干名
試験日　第１次試験は２月２日（日）、第２次試験は２月下旬
受付期間　１月６日（月）～ 22 日（水）
申込先・問合せ　総務課☎ 43-5001
※受験資格など詳しくは市ホームページをご覧ください

60歳以上の皆さまへ
高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

登
録
説
明
会

▽
日
時　
１
月
20
日
（
月
）

　
午
後
２
時
～

▽
場
所　
松
帆
地
区
公
民
館

※
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

子
ど
も
と
楽
し
く
関
わ
る
ヒ

ン
ト
を
学
ぶ
講
座
を
同
時
開

催
し
ま
す

問
市
民
協
働
課
生
涯
活
躍
推
進

室
☎
43
・
５
２
４
４

◆
窓
口
で
の
個
別
対
応
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

あなたの力を必要としている人がいます！

気分転換や
運動になる

・

保育所 介護施設

・生活に張り
が出る

　
シ
ニ
ア
人
材
を
生
か
す
柔
軟

な
「
新
し
い
働
き
方
」
に
市
と

と
も
に
挑
戦
す
る
※
モ
デ
ル
事

業
者
が
、
シ
ニ
ア
向
け
に
仕
事

内
容
を
説
明
す
る
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
仕
事
を
お
探

し
の
シ
ニ
ア
世
代
の
人
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
23
日
（
木
）

　
午
後
１
時
～

場
所　
湊
地
区
公
民
館

対
象　
60
歳
以
上
の
人

内
容　
❶
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
講
演

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い

て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

❶
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り

ま
す

　
　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

す
る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま

す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま

す
。

❷
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん

　
　

国
民
年
金
に
は
、
年
を

と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の

ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

も
あ
り
ま
す
。

　
　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族

年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」

や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
人

生
設
計
～
お
金
と
仕
事
」
❷

就
職
面
接
・
相
談
会
❸
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
相
談
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
登
録
相
談
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
へ
の

相
談
ブ
ー
ス
を
開
設

参
加
費　
無
料

※
モ
デ
ル
事
業
者（
３
事
業
者
）

　
旅
館
う
め
丸
、
あ
わ
じ
障
害

者
多
機
能
型
施
設
ウ
イ
ン

ズ
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く

ら
苑

学
生
納
付
特
例
と
納
付
猶
予

❶
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

人
で
す
。

❷
納
付
猶
予
制
度

　
　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の

人
で
、
本
人
と
配
偶
者
の

所
得
が一定
額
以
下
の
場
合

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。

納
付
方
法

　

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
な
ど
の
納
付
方
法

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
現
金
納
付
や
口
座
振

替
の
場
合
、
前
納
す
る
こ
と
で

割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
な
り

ま
す
。

お知
らせ

お知
らせ

問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244 問総合窓口センター☎ 43-5212

「働くシニア応援プロジェクト」

シニアのお仕事フェア2020
～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金に加入しましょう

高齢者等元気活躍推進事業

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
は
、
３
年
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
一 

斉
改
選
と
な

り
ま
し
た
。
12
月
か
ら
、
新
た
に

１
４
６
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
、
８
人
の
主
任
児
童
委
員
が

選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
相

談
な
ど
を
さ
れ
る
際
に
は
、
福
祉

課
ま
で
新
し
い
担
当
委
員
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
再
任
に
よ
り
、
交
代
し
て
い
な

い
区
域
も
あ
り
ま
す

民生委員・
児童委員等の改選

問福祉課☎ 43-5216

お知
らせ

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎1階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

入会説明会のご案内
日時　1月15日（水）午後1時 30分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）２階

出張入会説明会のご案内
日時　1月23日（木）午後1時～
場所　湊地区公民館（シニアのお仕事フェアと共同開催）

60歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?
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第
５
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座

▽
日
時
　
１
月
27
日（
月
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
演
題
　
淡
路
島
の
未
来
に
向
か

っ
て
～
交
流
人
口
の
拡
大
で
地

域
を
も
っ
と
元
気
に
～

▽
講
師
　
山
田
啓
二
氏

▽
定
員
　
３
０
０
人

▽
申
込
締
切
　
１
月
23
日
（
木
）

※
受
講
料
無
料

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

食
品
衛
生
セ
ミ
ナ
ー

よ
く
わ
か
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
無
料
）

▽
日
時
　
２
月
４
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
講
習
、衛
生
管
理
計
画

の
作
成
実
習

▽
対
象
者
　
食
品
関
係
従
事
者

▽
持
参
物
　
筆
記
用
具

問
市
食
品
衛
生
協
会

　
☎
42
・
７
０
０
５

保
護
猫
の
譲
渡
会

▽
日
時
　
１
月
12
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所
　
洲
本
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー

※
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
同
時
開
催

問
ハ
ピ
ニ
ャ
ン
　w

an.love.nyan

　@
gm
ail.com

※
夏
休
み
期
間
だ
け
の
場
合
は
５

月
15
日
以
降
に
、
ま
た
年
度
途

中
か
ら
の
場
合
は
利
用
希
望
月

の
１
カ
月
前
に
申
込
み

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
し
づ
お
り
団
地（
倭
文
）

　
１
戸
、
２
０
５
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
10
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
２
万
２
１
０
０

円
～
４
万
３
５
０
０
円
（
共
益

費
別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
に

つ
き
月
額
２
５
０
０
円

◆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
～

48
万
７
千
円
以
下

▽
し
づ
お
り
第
２
団
地（
倭
文
）

　
１
戸
、
３
０
１
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
18
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
６
万
４
０
０
円

（
共
益
費
別
途
）、
駐
車
料
金

１
台
に
つ
き
月
額
２
５
０
０
円

◇
受
付
期
間
　
１
月
６
日
（
月
）

▽
場
所
　
湊
地
区
公
民
館

▽
内
容
　
淡
路
精
神
保
健
福
祉
功

労
賞
贈
呈
、セ
レ
モ
ニ
ー
、講
演
会
、

模
擬
店
、ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ほ
か

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

「
就
農
希
望
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー・

相
談
会
」の
開
催（
無
料
）

▽
日
時
　
２
月
16
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所
　
神
戸
国
際
会
館

▽
内
容
　
農
業
法
人
の
紹
介
、
新

規
就
農
者
の
体
験
発
表
、
個
別

相
談
な
ど

▽
申
込
締
切
　
２
月
14
日
（
金
）

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
兵
庫
県
農
業
経
営
課

　
☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
１
９
４

骨
粗
し
ょ
う
症
市
民
公
開
講
座

▽
日
時
　
１
月
18
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ

ー
２
階
大
会
議
室

▽
演
題
　
❶
骨
粗
し
ょ
う
症
で
骨

折
し
な
い
た
め
に
～
転
倒
予
防

体
操
～
❷
あ
な
た
の
骨
は
大
丈

夫
で
す
か
？

▽
講
師
　
❶
池
田
陽
祐
氏
（
理
学

療
法
士
）
❷
岩
倉
崇
氏
（
整
形

外
科
医
長
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
・
１
２
０
０

12

情
報
瓦
ば
ん

令
和
２
年
度

学
童
保
育
の
利
用
者
募
集

　
保
護
者
の
労
働
等
に
よ
り
昼
間

留
守
に
す
る
家
庭
の
小
学
生
を
対

象
に
、
放
課
後
の
生
活
や
遊
び
の
場

を
提
供
し
ま
す
。
今
回
、
４
月
か
ら

の
利
用
申
込
の
受
付
を
し
ま
す
。

▽
対
象
児
童
　
対
象
小
学
校
の
１

～
６
年
生
で
集
団
生
活
が
可
能

な
児
童
。
※
低
学
年
優
先

▽
対
象
小
学
校
　
広
田
・
倭
文
・

松
帆
・
湊
・
辰
美
・
志
知
（
４

月
よ
り
西
淡
志
知
と
三
原
志
知

が
統
合
）・
榎
列
・
八
木
・
市
・

神
代
・
賀
集
・
福
良
・
北
阿
万
・

阿
万

※
志
知
は
送
迎
型
（
湊
学
童
で
の
利

用
）。
八
木
は
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

▽
開
設
日
時
　
月
～
金
曜
日
の
授

業
終
了
時
～
午
後
６
時

※
長
期
休
暇
中
は
月
～
土
曜
日
の

午
前
８
時
～
午
後
６
時

▽
利
用
料
　
月
額
５
０
０
０
円

※
８
月
＝
７
０
０
０
円
。
１
カ
月
単

位
で
休
む
休
所
月
＝
３
０
０
０
円

▽
申
込
期
限
　
１
月
17
日
（
金
）

～
17
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日
　
１
月
27
日

（
月
）。
市
役
所
本
館
１
階

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

放
課
後
子
ど
も
教
室

ス
タ
ッ
フ
募
集

▽
業
務
内
容
　
出
欠
確
認
、お
や

つ
準
備
、遊
び
の
提
供
、見
守
り

※
宿
題
等
の
学
習
指
導
は
し
ま
せ
ん

▽
従
事
日
時
　
学
校
休
校
日
を
除

く
平
日
の
午
後
２
時
30
分
～
６
時

▽
従
事
場
所
　
湊
・
辰
美
・
西
淡

志
知
・
三
原
志
知
・
八
木

※
各
教
室
週
２
、３
回
。週
１
回
か

ら
従
事
依
頼

▽
謝
金
　
１
時
間
１
０
０
０
円

▽
応
募
資
格
　
大
学
生
以
上

▽
募
集
人
数
　
若
干
名

▽
選
考
方
法
　
面
接

※
日
時
は
後
日
連
絡

▽
申
込
方
法
　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、体
育
青
少
年
課
へ
提
出

▽
申
込
締
切
　
１
月
17
日（
金
）

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

緑
霊
苑
墓
地
使
用
者
募
集

　
緑
霊
苑
墓
地
に
お
い
て
１
区
画

返
還
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
新
た

に
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
使
用
者
の
資
格
　
市
に
申
請
前

６
カ
月
以
上
住
所
が
あ
る
人
ま

た
は
市
に
本
籍
あ
る
い
は
墓
地

を
有
す
る
人

※
税
金
の
滞
納
者
は
申
込
不
可

▽
区
画
　
菊
聖
地
―
19
号
墓
地

（
面
積
　
約
２
・
70
㎡
）

▽
永
代
使
用
料
　
市
内
居
住
者

25
万
円
、
市
外
居
住
者
30
万
円

▽
維
持
管
理
費
　
年
額
３
３
０
０

円
（
3
年
分
を
前
納
）

▽
受
付
期
間
　
１
月
31
日
（
金
）

ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

ハッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊

「
出
会
い
塾
」参
加
者
募
集

　
お
見
合
い
を
希
望
す
る
人
の
相
談

に
、
ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊
の

相
談
員
が
誠
意
を
も
っ
て
応
じ
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
12
日
（
日
）、26
日

（
日
）
午
後
１
時
～
５
時

▽
場
所
　
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
南

淡
路
　
喫
茶
ラ
ウ
ン
ジ

▽
参
加
要
件
　
お
見
合
い
を
希
望

す
る
独
身
の
人

▽
参
加
費
　
１
０
０
０
円

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

問
同
応
援
団
お
た
す
け
隊（
出
田
）

　
☎
０
９
０・１
１
５
７・２
９
９
１

新
春
将
棋
大
会
の
参
加
者
募
集

▽
日
時
　
１
月
19
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
有
段
者
・
一
般
・
子
ど

も
の
部
で
予
選
リ
ー
グ
後
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
参
加
費
　
一
般
１
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

※
昼
食
代
含
む

▽
申
込
締
切
　
１
月
８
日
（
水
）

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

第
40
代
ク
イ
ー
ン
淡
路
の
募
集

　
淡
路
島
の
観
光
大
使
と
し
て
ク

イ
ー
ン
淡
路
を
３
人
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　
淡
路
島
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
人
や
淡
路
島
出

身
か
縁
故
の
あ
る
島
外
在
住
者

で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、

満
20
歳
以
上
の
女
性

▽
応
募
締
切
　
１
月
20
日
（
月
）

▽
応
募
方
法
　（
一
社
）
淡
路
島
観

光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

aw
ajishim

a-kanko.jp/
queen/

）
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
よ

り
応
募
ま
た
は
履
歴
書
に
身

長
、
体
重
、
趣
味
、
特
技
、
家

族
構
成
を
明
記
し
、
正
面
上
半

身
写
真（
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
）と
、

応
募
動
機
・
自
己
Ｐ
Ｒ
を
書
い

た
も
の
（
２
０
０
字
以
内
）
を

郵
送
ま
た
は
持
参

問
（
一
社
）
淡
路
島
観
光
協
会

　
☎
22
・
０
７
４
２

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

▽
日
時
　
１
月
９
日（
木
）、23
日（
木
）

の
午
後
６
時
と
午
後
７
時
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

第
99
回
南
淡
新
春
囲
碁
大
会
の

参
加
者
募
集

▽
日
時
　
１
月
26
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～

▽
場
所
　
賀
集
地
区
公
民
館

▽
試
合
方
法
　
Ａ
～
Ｃ
級
の
３
階
級

に
分
か
れ
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
４
局

▽
参
加
費
　
１
５
０
０
円

※
昼
食
代
含
む

▽
申
込
締
切
　
１
月
22
日
（
水
）

問
南
淡
囲
碁
連
盟
（
森
川
）

　
☎
55
・
０
８
７
１

南
あ
わ
じ
市
オ
ー
プ
ン
健
康

卓
球
大
会
の
参
加
者
募
集

▽
大
会
日
　
１
月
19
日
（
日
）

▽
会
場
　
三
原
健
康
広
場

▽
種
目
　
団
体
戦

▽
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▽
参
加
資
格
　
フ
リ
ー

▽
申
込
締
切
　
１
月
９
日
（
木
）

▽
申
込
先
　
三
原
健
康
広
場
（
☎

42
・
５
６
３
０
）

問
南
あ
わ
じ
市
卓
球
協
会（
奈
良
）

　
☎
０
９
０
・
２
３
８
９
・
７
２
０
６

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　
美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋

来
屋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電

話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆「
１
１
０
番
の
日
」ち
びっ
子
警
察
官

　
八
木
保
育
所
の
園
児
が
「
ち

び
っ
子
警
察
官
」
と
し
て
防
犯
や

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。
白

バ
イ
と
の
撮
影
も
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
10
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時　

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

ま
な
び
資
金
利
子
補
給
金

　
大
学
等
の
入
学
金
や
授
業
料

な
ど
の
教
育
資
金
を
、
市
内
等
の

金
融
機
関
等
で
借
入
れ
た
保
護
者

に
、
利
息
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
１
月
６
日
（
月
）

～
31
日
（
金
）

※
対
象
者
等
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
建

物
共
済
）の
出
前
受
付

　
年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、
す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
10
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
そ
の
他
　
申
込
み
に
は
、
銀
行
の

届
出
印
お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

長
期
不
在
時
に
は

水
道
の
閉
栓
手
続
き
を

　
自
宅
を
長
期
間
不
在
に
す
る
場

合
や
空
き
家
等
し
ば
ら
く
水
道
を

使
用
し
な
い
場
合
は
、
漏
水
等
の

予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、

水
道
の
閉
栓
手
続
き
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
閉
栓
手
続
き
を
行
わ
な

い
場
合
、
水
道
を
使
用
し
な
く
て

も
基
本
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
閉

栓
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
基
本

料
金
の
請
求
も
無
く
な
り
、
節
約

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
閉
開
栓
時
に
は
そ
れ
ぞ

れ
手
数
料
２
０
０
０
円
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
南
あ
わ
じ
市
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
３
０
３
８
（
平
日
）

　
統
括
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
☎
53
・
６
７
４
１
（
土
日
祝
）

第
39
回
淡
路
精
神
保
健
福
祉
大
会

▽
日
時
　
１
月
22
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
模
擬
店

等
は
正
午
～
午
後
１
時
15
分
）

13

お
知
ら
せ

募
　
集
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働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座

　
（
要
予
約・無
料
）

▽
内
容
　
ヘ
ア
カ
ラ
ー
選
び
と
首

元
の
お
し
ゃ
れ

▽
日
時
　
１
月
19
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

❷
元
気
の
出
る
講
座（
要
予
約・無
料
）

 

４
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回

▽
内
容
　
明
日
へ
の
活
力
を
養
う

「
夢
を
叶
え
る
ワ
ー
ク
」

▽
日
時
　
１
月
26
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
持
参
品
　
12
色
の
色
鉛
筆
、
筆

記
用
具
等

❶
❷
共
通

▽
申
込
締
切
　
１
月
11
日
（
土
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

里
山
基
地
の
活
動

▽
日
程
　
１
月
12
日
（
日
）

▽
内
容
　
コ
ッ
ポ
リ
づ
く
り
、
ぜ

ん
ざ
い
づ
く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０・
７
５
５
３・
９
４
９
２

２
０
２
０
年

南
あ
わ
じ
市
成
人
式

▽
日
時
　
１
月
12
日（
日
）午
後
０

時
30
分
受
付
、１
時
30
分
開
式

▽
場
所
　
文
化
体
育
館

▽
対
象
者
　
平
成
11
年
４
月
２
日
～

◆
第
90
回・第
91
回
講
座

▽
日
時
　
１
月
９
日（
木
）、23
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

行
政
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談（
先
着
３
人
、１
人
30
分
）

▽
日
時
　
１
月
９
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所
　
賀
集
地
区
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者
　
市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

の
人
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
） 

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
案
内
状
の
送
付
は
行
い
ま
せ
ん

※
住
民
票
が
南
あ
わ
じ
市
に
無
い

人
も
参
加
可

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

中
央
公
民
館
公
開
講
座

▽
日
時
　
１
月
18
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
開
場
、
２
時
開
演

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
講
演
「
す
ば
ら
し
き
オ

ペ
ラ
の
世
界
」、
歌
謡
シ
ョ
ー

▽
講
師
　
翠
み
ど
り
千ち

か賀
氏（
オ
ペ
ラ
歌
手
）

※
入
場
無
料
。
１
月
６
日
（
月
）

以
降
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
に
中
央
公
民
館
で
入
場
券

配
布
（
先
着
３
５
０
枚
）

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

児
童
絵
画
・
書
道
作
品
展

▽
日
時
　
１
月
18
日
（
土
）
～
２

月
16
日
（
日
）
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
出
展
作
品
　
絵
画
２
０
０
点
、

書
道
１
５
０
点
程
度

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

２
０
２
０

冬
咲
き
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
シ
ョ
ー

　
色
と
り
ど
り
の
４
品
種
約
１
万

本
の
冬
咲
き
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
展

示
。
初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー（
午
前
11
時
～
）の
ほ
か
、

豚
汁
の
ふ
る
ま
い
、
野
菜
産
直
市

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　
専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　
65
歳
未
満
で
、離
職
（
2
年
以
内
）

な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
人
、
ま

た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人
に
就
職
に

向
け
た
活
動
等
を
条
件
と
し
て
一
定

期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容 

職
業
相
談
お
よ
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者
　
生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時
　
１
月
14
日（
火
）、28
日

も
実
施
し
ま
す
。

▽
展
示
期
間
　
１
月
18
日
（
土
）

～
２
月
中
下
旬

▽
場
所
　
洲
本
市
民
広
場

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

和
太
鼓
美み

こ

と

鼓
音
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

二
十
周
年
記
念
公
演
（
無
料
）

　
南
あ
わ
じ
の
「
え
え
と
こ
」
を

太
鼓
で
表
現
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
１
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～

▽
会
場
　
中
央
公
民
館

問
和
太
鼓
美
鼓
音（
中
川
）

　
☎
０
９
０
・
１
５
８
６
・
７
７
１
９

発
掘
調
査
速
報
展

　
平
成
29
・
30
年
度
に
八
木
養
宜

地
区
と
神
代
国
衙
地
区
で
行
っ
た

発
掘
調
査
の
成
果
を
出
土
品
と
パ

ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間
　
１
月
11
日
（
土
）
～
２

月
９
日
（
日
）

▽
会
場
　
広
田
地
区
公
民
館

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　
☎
42
・
３
８
４
９

淡
路
人
形
座（
１
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容
　「
戎
舞
」「
人
形
解
説
」「
伊

達
娘
恋
緋
鹿
子
　
火
の
見
櫓
の

段
」「
壺
坂
霊
験
記
　
山
の
段
」

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

身
体
障
害
者
移
動
相
談

▽
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
、難
病
患
者

▽
内
容
　
補
装
具（
義
肢
・
装
具
・
車

い
す
）の
交
付
、修
理
と
適
合
判
定

▽
日
時
　
１
月
24
日（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
場
所
　
洲
本
市
健
康
福
祉
会
館

▽
申
込
締
切
　
１
月
10
日（
金
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

▽
内
容
　
空
き
家
バ
ン
クへ
の
登
録
・

利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時
　
１
月
18
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
予
約
締
切
　
１
月
10
日
（
金
）

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
新
春
特
別
企
画　

１
月
１
日

～
３
日
は
、「
三さ
ん
ば
そ
う

番
叟
」「
人
形

解
説
」「
戎
舞
」「
衣
裳
山
」を
上

演
。「
戎
舞
」で
は
、抽
選
で
５
人

の
願
い
事
を
戎
様
が
祈
願
し
ま

す
。願
い
事
の
投
函
は
各
公
演

10
分
前
ま
で
。

◆

 一 

月
特
別
公
演　

１
月
25
日

（
土
）、瀧
川
鯉
八（
落
語
家
）×

玉
川
太
福（
浪
曲
師
）×
淡
路
人

形
座
に
よ
る「
魅
せ
る
聴
か
せ
る

シ
リ
ー
ズ
」を
上
演
。前
売
り
券

販
売
中
。

◆
淡
路
人
形
綸り
ん
じ旨

宣せ
ん
げ下

４
５
０
年

記
念
公
演
　
２
月
22
日（
土
）、

第一部
は
淡
路
人
形
の
起
源
に
つ

い
て
の
講
座
と「
三さ
ん
ば
そ
う

番
叟
」の
上

演
。入
場
無
料
。第
二
部
は「
播

州
皿
屋
敷
」の
解
説
と
上
演
。１

月
５
日（
日
）前
売
り
券
発
売
。

◆
く
に
う
み
の
神
話
の
淡
路
島
か
ら

　
３
月
15
日（
日
）、古
代
史
マ
ス
タ

ー
落
語
家
桂
竹
千
代
に
よ
る
落

語
と
古
代
史
講
座
。１
月
18
日

（
土
）前
売
り
券
発
売
。

◆
１
月
の
休
館
日
　
８
日（
水
）、

15
日（
水
）、22
日（
水
）、29
日

（
水
）、31
日（
金
）午
後

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容
　『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』三

段
目
　
恋
歌
の
意
趣
の
段
、『
絵

本
太
功
記
』十
段
目
　
尼
ヶ
崎
の

段（
武
智
光
秀・操
）

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く

る
」主
役
明
智
光
秀
を
展
示

◆
丸
田
康
裕
写
真
展

　
「
淡
路
島
の
精
神
基
盤
を
撮
る

（
1
）淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」

▽
期
間
　
２
月
５
日
（
水
）
ま
で

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間
　
２
月
７
日
（
金
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
２
階
展
示
室
改
修
工
事

　
３
月
（
予
定
）
ま
で
、
作
業
中

は
１
階
の
展
示
の
み
と
な
り
ま
す
。

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
１
８
８
回
神
代
天
体
観
測
会

「
冬
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時
　
１
月
25
日
（
土
）

　
午
後
７
時
～

▽
場
所
　
神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
１
２
５
回
講
習
会

▽
日
時
　
１
月
11
日
（
土
）

　
午
後
８
時
～

▽
場
所
　
賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

午
後
５
時

※
要
予
約
。
平
日
も
相
談
可

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時
　
２
月
２
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
洲
本
公
証
役
場

問
洲
本
公
証
人
役
場
☎
24
・
３
４
５
４

「
全
国一斉
生
活
保
護
１
１
０
番
」

　
県
青
年
司
法
書
士
会
と
全
国
青

年
司
法
書
士
協
議
会
に
よ
る
、
生

活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会
。

▽
日
時
　
１
月
26
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
・
０
５
２
・
０
８
８

※
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守

14

文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

　 1 月の無料相談
市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　16日（木）・23日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）
若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　22日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所2階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）
司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・成年後見・法律の相談
◆日時　15日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本市文化体育館
◆申込　武田司法書士事務所 武田まで
　　　　☎25-3230（予約必要）
行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　14日(火）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　行政事士宮崎宏明事務所
　　　    ☎42-5968（予約必要）
住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　22日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）
母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219
家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239
妊娠・出産・子育て相談
◆日時　 ❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703
教育相談窓口
◆日時　20日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）
農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　24日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

15

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

南
あ
わ
じ
市
で
多
く
頂
い
た
ご
相
談

❶
定
期
購
入
契
約　
（
例
）
通
常
価
格

よ
り
大
幅
に
安
い
初
回
限
定
等
の

広
告
を
見
て
注
文
し
た
ら
、
毎
月

届
く
定
期
契
約
だ
っ
た
。

❷
小
売
り
電
気
、
自
宅
設
備
関
係
の

契
約
　（
例
）
電
話
や
訪
問
営
業

を
受
け
て
契
約
し
た
が
、
後
で
よ

く
考
え
る
と
解
約
し
た
い
。
　

❸
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
の
は
が
き

（
メ
ー
ル
）
が
突
然
届
い
た

【
注
意
点
】

●
契
約
前
に
契
約
内
容
や
解
約
の
条

件
を
確
認
す
る

●
高
額
な
契
約
は
他
社
の
見
積
も
り

を
取
る
な
ど
十
分
に
検
討
す
る

●
す
ぐ
に
連
絡
せ
ず
、
家
族
や
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
０
９
９
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マ
ス
タ
ー
１
白
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス

①
欅
田
力
（
北
阿
万
）

マ
ス
タ
ー
１
青
フ
ェ
ザ
ー
級

①
杉
谷
晃
浩
（
広
田
）

第
19
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

新
極
真
会
全
四
国
空
手
道
錬
成

大
会
（
12
月
１
日
・
愛
媛
県
武
道
館
）

壮
年
45
歳
以
上
上
級
の
部

①
大
利
洋
介
（
拳
星
會
）

問
広
報
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

　
F

 

43
・５
３
０
６
　
　kouhou@

city.m
inam

iaw
aji.hyogo.jp

17

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

16

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
国
立

淡
路
青
少
年
交
流
の
家
ほ
か
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
11
月
５
日
）

①
赤
穂
信
治
②
若
林
保
③
登
里
進

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
11
月
９
日
）

【
う
ず
し
お
の
部
】
①
大
下
仁
愛
・

照
峰
向
日
葵
②
前
川
陽
紀
・
岡
本

壱
介
③
的
場
心
瑚
・
土
井
楓
菜
③

道
上
結
愛
・
的
場
心
優

【
グ
リ
ー
ン
の
部
】
①
岩
川
未
侑
・

神
代
颯
大
②
岡
将
大
・
居
内
歌
音

③
青
木
草
太
・
若
林
秀
篤
③
尾
嶋

美
空
・
木
場
ま
ひ
ろ

ペ
タ
ン
ク
大
会
（
11
月
９
日
）

【
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】
①
奈
良

正
博
・
榎
本
和
子（
三
原
え
び
す
青
空
）

②
細
見
敏
雄
・
干
潟
剛
（
潮
美
台
ジ

ニ
ア
）
③
山
口
三
紀
子
・
小
林
久

美
子
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
ク
ッ
キ
ー
）

【
交
流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】
①
中
谷

敬
二
・
興
津
雅
人
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
タ
ル
ト
）

②
谷
口
佳
生
・
小
林
有
見
子
（
チ
ー

ム
サ
ム
）
③
柏
木
幹
朗
・
出
田
誠

太
朗
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
ケ
ー
キ
）

テ
ニ
ス
大
会
（
ダ
ブ
ル
ス
）（
11
月
10
日
）

【
男
子
Ａ
】
①
船
木
茂
浩
・
新
宮

栄
造
②
久
保
田
一
夫
・
大
継
佳
典

③
井
高
直
己
・
山
口
元
康

【
男
子
Ｂ
】
①
後
藤
充
弘
・
南
宏

充
②
橋
本
正
二
・
冨
永
真
郎
③
宮

本
末
次
・
入
口
正
士
③
大
浜
剛
・

萩
原
義
人

【
女
子
Ａ
】
①
大
學
京
子
・
福
原

理
恵
②
三
浦
史
江
・
真
浦
明
美
③

冨
永
真
渚
美
・
川
添
美
穂

【
女
子
Ｂ
】
①
長
瀬
美
香
・
藪
下

和
美

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
11
月
24
日
）

【
１
部
】
①
賀
集
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
②
松
帆
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
③
広
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
③
辰
美

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
２
部
】
①
榎
列
少
女
Ｖ
Ｃ
②
辰

美
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
第
33
回
少
林

寺
拳
法
淡
路
大
会
（
12
月
１
日
・

南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
武
道
館
）

総
合
優
勝　
淡
路
緑
道
院
拳
友
会

組
演
武
（
少
年
低
学
年
の
部
）

②
池
尻
昌
生
・
金
子
想
士
（
緑
）

組
演
武
（
少
年
中
学
年
の
部
）

①
西
谷
海
人
・
山
上
桔
平
（
緑
）

②
岸
本
蓮
一
郎
・
北
野
博
城
（
緑
）

組
演
武
（
少
年
高
学
年
の
部
）

①
金
子
謙
心
・
北
野
博
城
（
緑
）

②
下
鶴
華
・
中
瀬
ひ
な
た
（
緑
）

団
体
演
武

①
淡
路
緑
道
院
拳
友
会
Ａ

単
独
演
武
（
３
年
生
以
下
の
部
）

③
金
子
想
士
（
緑
）

　　　
166シリ

ーズ

『
三さ

ん

ば

そ

う

番
叟
』

　室町末期、西宮の百太夫という人形遣いが、南あわ
じ市市三條を訪れ人形操りを教えたのが淡路人形の
始まりだと言われています。大御堂戎神社（三條八幡
神社境内）には淡路人形の祖先神、「戎」「百太夫」「道
薫坊」が祀られており、淡路人形座が毎年正月、事始
めの儀式として「三番叟」を奉納し、「翁」「千

せんざい
歳」「三番

叟」の三体の人形
が天下泰平、長寿
円満、息災延命、
五穀豊穣を祈り
舞い納めます。

（写真）
「三番叟」の奉納

単
独
演
武
（
４
年
生
以
上
の
部
）

①
山
上
桔
平
（
緑
）
②
金
子
謙
心

（
緑
）
③
中
瀬
ひ
な
た
（
緑
）

単
独
演
武
（
高
校
・
一般
の
部
）

②
端
隼
一（
緑
）

第
１
回
西
日
本
キ
ッ
ズ
柔
術

オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
11

月
10
日
・
洲
本
市
立
文
化
体
育
館
）

ピ
ー
ウ
ィ
ー
２
・
男
子
・
白
灰
黄

ラ
イ
ト
級

③
富
貴
翔
雅
（
榎
列
小
）

ピ
ー
ウ
ィ
ー
３
・
男
子
・
白
灰
黄

ミ
ド
ル
級

②
清
水
創
司
（
松
帆
小
）

ジ
ュ
ニ
ア
２
・
男
子
・
白
灰
ミ
デ
ィ

ア
ム
ヘ
ビ
ー
級

②
富
貴
飛
翔
（
榎
列
小
）

テ
ィ
ー
ン
１
・
橙
緑
ミ
ド
ル
級

①
杉
谷
怜
哉
（
広
田
）

女
子
テ
ィ
ー
ン
１
白
灰
黄
ラ
イ
ト
級

②
富
貴
彩
愛
（
三
原
中
）

第
１
回
西
日
本
柔
術
オ
ー
プ

ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
11
月
10
日
・

洲
本
市
立
文
化
体
育
館
）

マ
ス
タ
ー
１
白
フ
ェ
ザ
ー
級

①
欅
田
力
（
北
阿
万
）

　ワンワンちゃんのカレー屋
さんをのぞくノラネコぐんだ
ん。カレーライスの作り方を
見ています。夜、ノラネコぐん
だんはお店にしのびこんでカ
レーを作り、「かんたんだった
ね」ととくいがお。でも、その
はいごには、「ガルルルル、い
いにおい…」と、大きなトラが
やってきて。「ノラネコぐんだ
ん」シリーズ10作品目。

夫婦喧嘩は買ったら
ダメ。勝ったらダメ。

ノラネコぐんだん
カレーライス

　淡路・摂津・播磨・丹波・但
馬の旧五国により形成される
兵庫県。私たちは、先人によっ
て培われた伝統のもとで暮ら
している。伝統はそれぞれの
時代において淘汰され、変容
しながら現代社会に受け継が
れてきた。それぞれのもつ歴
史や文化、風土によって生み
出された多様な伝統的特質
を基軸に据え、特色ある現代
生活をひもとく。

新五国風土記
ひょうご彩祭

野々村　友紀子／著
（産業編集センター）

　日本に一頭しかいない、広
島県福山市立動物園のボル
ネオゾウの「ふくちゃん」。ふく
ちゃんは、ころころとした外見
と、好奇心おうせいな性格で、
２００１年に動物園にやってき
てから、いちばんの人気者だ。
結核にかかったふくちゃんの
ために、たくさんの人が立ち
上がり…。みんなの願いが、か
けがえのない命を救った、奇
跡の物語。

みんなで守れ！
ふくちゃんのいのち

秋川　イホ／文
（フレーベル館）

 神戸新聞社／編
（神戸新聞総合出版センター）

工藤　ノリコ／作
（白泉社）

　“夫婦だから当たり前”は幻
想！「合わない部分、違う部分
は『尊敬』に変換」「言葉の温
度に気をつける」「楽しかった
思い出を何度でも話す」など、
２人で幸せに生きるために心
がけていること、工夫してい
ることを綴る。せっかく結婚
したなら、少しの努力でいい
から頑張って、できるだけ幸
せになった方がいい。

1 月の休館日
１日（水）～４日（土）、
６日（月）、14 日（火）、
20 日（月）、27 日（月）
31 日（金）　月末整理日

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

さんさんネット
１月番組の見どころ

問さんさんネット
　☎43-2345

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※さんさんネットのホー
ムページでも番組表を確
認いただけます

EPG（電子番組表）
さ ん さ ん ニ ュ ー ス

１月20日（月）

・写真工房～フォトリエ～
　『クリスマス』・『お正月』・『冬』

１月27日（月）

・ごはんですよ 倭文保育園

月曜日～金曜日　7：30 更新
■放送　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、　
　　　　19：30 ～、22：30 ～

　フェアの運営・販売に関わっています。
スムージー専門店コレレでは、砂糖や調
味料を一切使用せず、淡路島産野菜と果
物のみで作った島サラダスムージーを販
売しています。
　フェアには南あわじ市を中心に島内 20 店舗の飲食店が参加し
ています。ぜひ皆さんのお気に入り「島サラダ」を見つけてください。

島サラダフェア in Winter
（食の拠点推進課　南あわじ地域おこし協力隊　松岡）

今月の地域
おこし協力隊みんなの図書館

今月のおすすめ本
皆さんに読んでほしい
本を紹介しています

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　 ※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで
　 ※中央公民館図書室は、１月31日（金）～２月６日（木）まで
　　 特別整理期間（蔵書点検）のため休館します

第89回市議会定例会一般質問
■放送日　１月 13 日（月）～ 19 日（日）
■放　送　午前８時～、午後８時～
　　　　　 ※土曜のみ午後１時～も放送

午前7時～、正午～、午後7時～、午後11時～

・さんさんニュース お正月スペシャル

午前8時30分～、午後8時30分～

・社会を明るくする運動 南あわじ市小・中学生 
作文コンテスト発表会

午後2時～、午後10時～

・南あわじ市なかよし音楽会

1月1日～7日お正月特別プログラム
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  1月の健康カレンダー

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

１日（水） 守 本 圭 希 医師 畑 田 卓 也 医師

２日（木） 瀧 川　 卓 医師 福 原 正 博 医師

３日（金） 南　 辰 也 医師 柴 田 亮 平 医師

５日（日） 友清龍一郎 医師 福 田 郁 夫 医師

12日（日） 橋 田 友 孝 医師 細 川 裕 平 医師

13日（月） 細 川 裕 平 医師 齊 藤 雅 文 医師

19日（日） 福 田 郁 夫 医師 森　 大 樹 医師

26日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
15 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

23 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

● こころやすらぐひろば   　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
26 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● 家族教室  　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
８ 水 14：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

小児救急医療
◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※このサービスの通話は、お客様応対の品質向上の
　ために録音させていただきます

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

● 乳幼児健康カレンダー　　　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

４カ月児健康診査
（元年9月生） 24 金 12:30 ～ 13:00

　南あわじ市
　保健センター

10カ月児健康診査
（31年3月生） 17 金 12:30 ～ 13:00

１歳6カ月児健康診査
（30年6月生） 7 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（29年10月生） 15 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（28年12月生） 10 金 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（27年1月生） 20 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（28年10月・29年4月生） 8 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（元年6月生）

29 水 13:30 ～ 14:00

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（元年8月生） 28 火 10:00 ～ 10:30

遊びの教室（予約制） 9 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 9 木 13:30 ～

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1 回 100 円
内容    日   曜日　　  時間  　  場所

阿波踊り体操 8 水 10:00 ～ 南あわじ市
保健センター22 水

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで

● 献血
  日　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

8 水 10：00 ～ 12：00
13：15 ～ 16：00 市役所本館

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定など 14 火  ９:00 ～ 10:30

13:00 ～ 14:30 市役所本館 1 階

● 特定保健指導（Ｙ
やせてけんこうになる

Ｋ教室）※要予約
内容  日    曜日　   時間 場所

体操とグループトーク 21 火  13:30～16:00 中央公民館

健診からはじめる生活習慣改善
～令和元年度町ぐるみ健診集計結果～

特定基本健診判定結果　　
異常認めず 要指導※ 1 要医療※２ 要継続医療

319 人　 2,057 人　 2,317 人　 4,118 人　
3.6%　 23.3%　 26.3%　 46.8%　

※１要指導：早期に医療機関を受診するほどでないが生活習慣の見直しが
　必要
※２要医療：早期に医療機関を受診する必要あり

問健康課☎43-5218

メタボ判定（特定基本健診受診者19～74歳）
受診人数 メタボ メタボ予備群
7,207 人　 804人(11.2％ ) 535人(7.4％ )

チャレンジ企画に参加して生活習慣改善に取り組みましょう！
　健診で大切なことは、受けた後の生活習慣を見直し、改善していくことです。
　ダイエットなどの健康づくりに取り組む人を対象に、２つのチャレンジ企画があります
ので、ぜひご参加ください。
　各チャレンジ企画の詳細は広報11月号22頁をご覧ください。

やせ ：   9.9％（   875人／受診人数8,810人）
肥満 ： 22.5％（1,986人／受診人数8,810人）
腹囲基準値超過 : 21.2％（1,531人／受診人数7,207人）

体格

町ぐるみ健診受診者数

総受診者数　10,037人　
　(男性3,994人　女性6,043人) 
特定基本健診受診者数　8,811人
　(男性3,590人　女性5,221人)

まだ間に合います！子宮頸がん・乳がん検診
子宮頸がん検診は２月末まで、乳がん検診は３月末まで実施中です。申込がまだの人は、健康課までご連絡ください。

乳がん検診
 ◆対象者　40 歳以上の偶数年齢の女性
 ◆検診期間　３月 31 日（火）まで
 ◆自己負担額　1,700 円

子宮頸がん検診
 ◆対象者　20 歳以上の偶数年齢の女性 
 ◆検診期間　２月 29 日（土）まで
 ◆自己負担額　1,500 円

　特定基本健診（血液・尿・血圧・身体計測などの基本的な
健診）を受けた人は8,811人。判定結果をみると、異常のな
かった人は3.6％のみ。96.4％の人が、何らかの生活習慣
の見直しや医療機関の受診が必要となっています。
　基本健診で「要医療」や、がん検診などで「要精密検査」
と判定された人は必ず医療機関を受診しましょう。

1 レッツ ３kg ダイエット チャレンジ !!
　生活習慣改善に取り組んだ結果、体重が 3 キロ
以上減量した人に「南あわじ市ゴミ袋大 1 袋（20
枚入り）」をプレゼント。結果判定の体重測定は、
2 月 12 日（水）午前 9 時～午後 3 時に市役所本
館１階で実施します。

2レッツ ウォーキング チャレンジ!!
　令和元年 11 月 1 日～令和 2 年 2 月 12 日のう
ち 1 日 8,000 歩以上を 80 日以上歩いた人に「南
あわじ市ゴミ袋大３枚」をプレゼント。日付と歩数
を記録した記録表を、2 月 12 日（水）午前 9 時
～午後 3 時に市役所本館１階にお持ちください。

◆BMI=体重(kg)÷（身長(m)×身長（ｍ））
　やせ ： BMI18.5未満
　標準 ： BMI18.5以上25.0未満
　肥満 ： BMI25.0以上

◆腹囲基準値 ： 男性85cm未満、女性90cm未満
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子育て広場 月

　　　　

　新しい年が子どもたち、保護者の皆さんにとって、
笑顔あふれる健やかな一年になりますように ！ 本年
もぜひ、ゆめるんセンターにお越しくださいね。お
子さんの体調がすぐれない時は無理させず、お家で
ゆっくり休んでくださいね。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30

ひろば名 開設日 場所

みどり 8,10,15,24,29,31 南あわじ市
保健センター

せいだん 7,9,14,16,21,23,30 湊地区公民館

みはら 7,9,16,21,23,30 働く婦人の家

なんだん 8,10,17,22,24,29,31 市立図書館

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）
　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 ●年齢別ひろば　※要申込 
ひろば名 開催日 時間 内容等

いちご 14 日（火） 10:00～
11:00

遊字命名紙
定員16組　費用200円
申込締切７日
場所　ゆめるんセンター

ばなな・
ぶどう

28 日（火） 10：00～
11：00

せつぶん会
定員60組　申込締切20日
場所　榎列公民館 ※ 12 月 13 日現在で行事の予定を掲載しています。

　 定員に達している場合はご了承ください

令和元年12月8日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 47,015人（前月比-36人）
　    （男） 22,686人（前月比-4人）
　    （女） 24,329人（前月比-32人）
●世帯数 19,574世帯（前月比+8世帯）
※令和元年12月１日現在

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

郡　　義彰（松　帆）

興津　翔太（津　井）

河井　祐樹（賀　集）

清家　悠太（大阪府）

田村　貴大（洲本市）

林　　真人（榎　列）

道上　盛忠（津　井）

古住　彰梧（榎　列）

　川　博功（洲本市）

折上　文明（徳島県）

不藤　芹香（八　木）

山形　莉菜（大阪府）

臼井　裕美（洲本市）

田村麻紀子（八　木）

出嶋　望那（　湊　）

多胡　亜美（伊丹市）

木曽　祐美（洲本市）

越野　晴菜（洲本市）

渡辺あかね（洲本市）

榎本　靖子（福　良）

11 月 16 日

11 月 22 日

11 月 22 日

11 月 22 日

11 月 22 日

11 月 22 日

11 月 22 日

11 月 23 日

11 月 26 日

11 月 27 日

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日

矢野まさ子
桐原　一郎
鴻原　康子
齊藤　晃夫
　　　 和 佳
平野つるゑ
井上喜美子
川上　康弘
田村とみゑ
淺井つる子

賀 集
福 良
阿那賀

市
福 良
賀 集
福 良
広 田
北阿万
榎 列

90
88
86
72
17
95
78
72
99
97

11 月 25 日
11 月 26 日
11 月 27 日
11 月 27 日
11 月 27 日
11 月 28 日
11 月 29 日
11 月 29 日
11 月 29 日
12 月 １ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

山 本　　 勝
畑 野　　 清
安田　明夫
山本八千子
富山千代子
田仲　清香
興津　幸子
川 原　　 子
佃　　　 清
坂口よしみ

倭 文
松 帆
北阿万
賀 集

市
市

津 井
北阿万
賀 集
賀 集

90
89
77
78
92
85
76
92
85
78

12 月 １ 日
12 月 ２ 日
12 月 ２ 日
12 月 ２ 日
12 月 ３ 日
12 月 ４ 日
12 月 ５ 日
12 月 ５ 日
12 月 ６ 日
12 月 ７ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

中 田　　　
谷田　竜也
出 口　　 治
秦　　　 雄
小嶋みよ子
奥野比左良
木本美代子
島田かつみ
沼田　次郎
澤田　幸雄

八 木
福 良
志 知
松 帆
広 田
福 良
阿 万
北阿万
神 代
福 良

90
39
87
87
89
89
91
97
84
86

11 月 15 日
11 月 17 日
11 月 19 日
11 月 19 日
11 月 21 日
11 月 22 日
11 月 23 日
11 月 23 日
11 月 23 日
11 月 25 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

松 下 咲
さ り な

里 奈

上 出　 千
ち は な

華

坂 口　 天
てんせい

晴

小 林 ゆ り 菜
な

阿 部　 壱
いっせい

成

原　 悠
ゆ き な

姫 菜

山 本 結
ゆ ず か

純 佳

田中　 琉
りゅうせい

誠

大 川　 湊
み な と

叶

冨 本　 晄
こ お

央

畠 野　 晟
せ な

凪

松 井　 花
か お

凰

木 村 日
ひ な の

那 乃

波 戸 崎 瑠
る た

太

里 深　 樹
い つ き

希

女

女

男

女

男

女

女

男

男

男

男

女

女

男

男

晋 也
幸 一
比呂文
大 祐
晋 也
大 典
竜 也
秀 幸
隼 寛
晃 大
祐 輔
勇 樹
龍 平 
健 太
修 一

八 木
市

倭 文
八 木
広 田
志 知
北 阿 万

市
市

神 代
市

広 田
沼 島
福 良
榎 列

11 月 ４ 日
11 月 10 日
11 月 10 日
11 月 12 日
11 月 14 日
11 月 14 日
11 月 15 日
11 月 19 日
11 月 20 日
11 月 21 日
11 月 23 日
11 月 23 日
11 月 24 日
11 月 27 日
11 月 28 日

出生

※12月号の正解は、『水仙郷』 。67通の応募がありました。

　11 月 24 日、南あわじ
市で近畿高校●●大会が
開催されました。
　大会には近畿２府４県の
代表として男女あわせて
79 チームが出場。選手らは沿道からの声援を受け
ながらゴールをめざしました。
　●●に入る漢字２文字をお答えください。
　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報 22 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん　
さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　　
の上、広報情報課までご応募ください。
■応募締切 １月 15 日（水）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報情報課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の２次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

21 20

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

ままひろば
レッスンバックをつくろう
・ゆめるんセンター

15日（水）
10:00～
11:00

定員12組
申込締切10日

１月のお誕生日会
　みはらひろば 21日（火）

出前ひろば
自由遊びの後

11：10～
　せいだんひろば 23日（木）

　なんだんひろば 24日（金）

　みどりひろば 29日（水）

ままひろば
❶冬野菜クッキング
・ゆめるんセンター
（対象：2歳6カ月以上のお子
さんの保護者）

17日（金）
11:00～
12:30

定員10組
費用500円

ままひろば
❷親子クッキング おだんご
を作ろう
・ゆめるんセンター
（対象：2歳6カ月以上のお子
さんの保護者）

22日（水）
10:30～
12:00

定員10組
費用200円

１
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

11月27日（水）足形アート
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　男子第 70 回、女子第 35 回大会となる近畿高校駅伝
大会が、11 月 24 日に南あわじ市で開催されました。
　同大会には、近畿２府４県の代表校として、男女あわ
せて 79 チームが参加。おのころ島神社大鳥居前から男
子が午前 10時 30 分、女子が 10 時 40 分に一斉にスター
トを切ると、沿道に集まった多くの人から力強い声援が送
られました。選手らはたすきをつなぎ、ゴール地点の三
原中学校までの男子７区 42.195 キロ、女子５区 21.0975
キロのコースを駆け抜けました。
　男子は洛南高校（京都）、女子は立命館宇治高校（京都）
がそれぞれ優勝。島内の高校代表として出場した津名高
校は、男子 20 位、女子 26 位と健闘しました。
　近畿高校駅伝大会は令和６年までの６年間、南あわじ
市で開催されます。　

　栄和興業株式会社と株式会社滝本が「消防団協力事業所」
に認定されました。
　島内３市の消防団で構成する淡路地区消防協議会は、従業
員の消防団活動に対して理解と協力をしている事業所を「消
防団協力事業所」として認定しています。現在、消防団員の
約７割が被雇用者で、従業員の消防団活動に対する事業所の
理解と協力が不可欠となっており、事業所の協力が地域の防
災体制の充実につながっています。
　11 月 15 日に淡路広域消防事務組合消防本部で伝達式が
行われ、両社に「認定証」と「表示証」が交付されました。

　淡路三原高校放送部が、同校の生徒と市内小中学生ら 41 人
が東日本大震災の被災地を訪問した記録動画をまとめたＤＶＤを
制作しました。
　動画は、被災地を訪れた同校放送部の部員らが自ら撮影。約
１カ月かけて編集し、約 23 分にまとめました。ＤＶＤは防災教
育の教材として、市内の小中学校 22 校に配布されます。
　同校放送部の田野蒼

そ ら
空さん（１年）は「震災を教訓に、将来

発生する災害の被害をどうやって減らすか、映像を見て考えてほ
しい」と話していました。

　オール淡路島産の食材で作ったサラダを提供する「島サラ
ダフェア in Winter」が 12 月 1 日から開催中です。レタス
や水菜など、葉物野菜は冬が旬。3 回目の開催となる同フェ
アでは、島内の飲食店 20 店舗が葉物野菜を中心に、趣向を
凝らしたオリジナルサラダを提供しています。
　また、新たな試みとしてインスタグラムのハッシュタグキャ
ンペーンを同時開催。「島サラダ」の公式アカウントをフォロー
し、店舗で注文した島サラダの写真にハッシュタグをつけて投
稿すると、淡路牛などが抽選で当たります。
　開催期間は３月 22 日まで。参加店舗やメ
ニューは右の二次元コードから「島サラダ」の
フェイスブックをご覧ください。

高校生ランナーが南あわじを駆け抜ける

輝く個性が羽ばたくよう願いを込めて

淡路島産食材の魅力が詰まった一皿を提供

消防団活動への理解・協力が広がる

近畿高校駅伝大会が開催

志知小校章デザインが決定

島サラダフェア in Winter が開催

栄和興業㈱と㈱滝本が協力事業所に

認定を受けた栄和興業株式会社（前列左）と株式会社滝本
（前列右）の代表者

教材用のＤＶＤを三原中学校の生徒に手渡す田野さん（左）

　西淡志知小学校と三原志知小学校が統合し、４月
１日から新たに開校する「志知小学校」。市教育委員
会が同校の校章デザインを募集し、集まった 92 点
の中から田村愛子さん（賀集）の作品が採用されま
した。
　選ばれた田村さんの作品は、「志」と「小」の文
字を図案化したもの。「志」の中の星マークで子ども
たちの輝く個性を表現し、「小」は鳥をイメージして、
子どもたちに元気にのびのびと羽ばたいてほしいと
いう願いを込めました。色は学校が建つ三原平野を
イメージした緑と、田村さんが「純粋で誠実なイメー
ジ」という青を使用しています。
　11 月 29 日に市役所で表彰式が行われ、浅井教
育長から田村さんに賞状が授与されました。自宅で
書道教室を開いている田村さんは「子どもに携わっ
ている身として、ぜひ応募したいと思い制作した作
品が選ばれて光栄です。子どもたちが健やかに育ち、
校章に親しんでくれたらうれしい」と笑顔で話してい
ました。

淡路三原高校放送部がＤＶＤを制作

震災の教訓を小中学生に

01 表彰を受けた田村さん
（左）。02 志知小の校章と
して採用された田村さんの
デザイン

01 おのころ島神社大鳥居前をスタートする選手ら
02・03 トップでゴールする洛南高校（左）、立命館宇治高校（右）の
選手

02

01

01

フェアで提供されるメニューの一部

02
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一番重い玉ねぎが優勝！
南あわじ市内限定

巨大

コンテスト
in 三原志知

玉ねぎ

　主催　南あわじ市子育て力向上推進協議会

南あわじ市ゆめるんフェスティバル
３ 月 1 日（ 日 ）
南あわじ市文化体育館
問子育てゆめるん課☎４３-５２１９

小林よしひささん

入場無料入場無料

ステージイベント（２回公演・入替制）
13：30～／ 15：00～

　「よしお兄さん」による親子体操

　★親子２人１組で申込みください

ステージ外イベント
13：00～ 15：30

●警察官・消防士の制服試着体験
●パトカー、消防車、はしご車等の乗車体験
●木のおもちゃコーナー
●パン・焼き菓子などの販売コーナーなど

参加対象　市内の未就学児と保護者
申込方法　保育所 (園 )、幼稚園、こども園、子育て学習
･支援センター、子育てゆめるん課および市民交流セン
ター等に備付のチラシに掲載の申込書を切り取って各
所属または子育てゆめるん課に提出

申込期限　1月 24日（金）
　※定員 800組に達した時点で受付終了
　※申込者には後日、入場券を送付します

よしお兄さんがやってくる‼

事前エントリー期限
　１月 31日（金）午後５時まで

申込方法
　事前エントリー期限までに、氏名・住所・電話番号・
職業をお電話ください。※市内在住者に限る

優勝賞品
選べる全国有名温泉（淡路島
の宿含む）１泊２食付ペア宿
泊券

問合せ・申込先
　三原志知公民館☎ 42-6343

要件など
　コンテスト当日に展示、計量できる状態で玉ねぎ
を保管出品してください。玉ねぎの味は問いません
が、品種は『ターザン』のみ。

コンテスト実施日
　９月中旬ごろ（三原志知ふれあい文化祭内で開
催）。後日、参加者に出品日などの詳細を連絡します。

参加費無料
品種は

「ターザン」

　玉ねぎの重量を競う「巨大玉ねぎコンテスト」
を実施します。プロ・アマ問わずお気軽にご参
加ください。
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